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令和３年度 主題研究（フレンドタイム）資料 

研究主題         「よりよい人間関係を形成する特別活動の研究」 

     〜対人スキルを活用する場面を広げようとする児童の育成～（６年次） 

北九州市市立今町小学校 

主題研究推進部  

 

１．本年度の研究について 

研究主題としてフレンドタイムを立ち上げて，今年で６年目になる。しかし，今町小学校では，それより

も前から人間関係プログラムとして，ソーシャルスキルやグループエンカウンターに取り組んでいた。主題

研究では，算数や国語などの教科にも取り組んだこともあるが，それでも人間関係プログラムは無くなるこ

とはなかった。それは，自分の感情を抑えられない子ども，規範意識やコミュニケーション能力が低い子，

あいさつができない子など，本校児童の課題を改善していきたいと考え続けてきたからである。今町小学校

が，人間関係プログラム（フレンドタイム）に絞って主題を進めていこうと決めたのは，今町をつくってき

た現職の先生方が，本校にとってそれが最善であると賛同したという経緯があってのことである。 

近年，本校において『荒れ』という言葉で表される事案が見られることが少なくなり，『落ち着いた』と

いう言葉で表現できる状況にもなってきたようにも思われる。しかしこれは，一朝一夕で築いたものではな

く，ましてや，ただ時間の流れとともに変化してきたわけではない。今日までの、先輩の先生方が多大なる

苦労と犠牲のもと築かれてきた賜物である。今を当たり前で，普通だと感じ，気を緩めることはできない。

積み上げるのは大変だが，崩れるのは早い。間違いなく子どもたちはよい方向に向かっているが，その基盤

（家庭・地域）は不安定であることに大きな変わりはない。いつ崩れ落ちるか分からない『薄氷』の上を、

子ども達同様、私たちも歩いている。この薄氷を，慎重に、そして丁寧に重ね、安定した地盤にしていくた

めに、全職員で知恵を出し合い児童の実態に合わせて「模索し続けていく」べきもの。それが，本校の研究

であり，子どもたちの課題改善に繋がる道である。ひいては，子どもたちがソーシャルスキルを十分に獲得

することができることで，自分の将来に自信をもって生きていくことも期待できると考える。 

 

２．本研究で目指す子どもの姿と教職員集団の姿 

  ・ 自分の気持ちに気付き，自己をコントロールできる児童（ストレスマネジメント） 

・ 社会的スキルを身に付け，時と場合に応じた行動ができる児童（ソーシャルスキルトレーニング） 

・ 自分や友達のよさに気付き，互いを認め合うことができる児童（構成的グループエンカウンター） 

 

☆ これらの３つの力を児童に身に付けさせると同時に、教師自身が己の３つの力について見つめ直し、

よりよい教職員集団『チーム今町』を形成する 

      

３. 研究年次計画 

 ○ 平成２８年度  〜自分自身と向き合い、友達を認めることができる児童の育成〜 

○ 平成２９年度  〜対人スキルを日常化するためのカリキュラムづくり〜 

○ 平成３０年度  〜学習したソーシャルスキルの定着化（いつでも、どこでも、だれにでも）〜 

 ○ 令和 元年度   ～学んだ対人関係スキルを自ら実践する児童の育成～ 

 ○ 令和 ２年度   ～対人スキルを活用するよさを実感する児童の育成～ 

○ 令和３年度    ～対人スキルを活用する場面を広げようとする児童の育成～ 



４．研究仮説 

  

 

５．研究構想図 

よりよい人間関係を形成する特別活動の研究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全教職員の行動

観察による検証 

アンケートや 

感想による検証 

フレンドタイム 
【 系統的・継続的な取組 】 

ソーシャル 

スキル教育 

・正しい言葉遣い 

・礼儀作法 

・時と場をわきま

えた行動 

・自己、他者理解 

・他者受容 

よさの認め合い 

・自己有用感 

・信頼体験 
 

第１段階…ストレスの概念を知る 

第２段階…ストレス反応に気付く 

第３段階…対処法を習得する 

第４段階…対処法を活用する 

児童の発達段階・実態 
行動観察，アンケート（Qu・hyper-QU・SEL-8S）等による実態把握 

ストレスマ

ネジメント 

・ストレスに対す

る予防 

・自己コントロー

ル能力の育成 

～５年次まで～ 

活用するよさの実感 

目指す児童像 

・ 自分の気持ちに気付き，自己をコントロールできる児童 

・ 社会的スキルを身に付け，時と場合に応じた行動ができる児童 

・ 自分や友達のよさに気付き，互いを認め合うことができる児童 

 

 

 

全職員が各学年の発達段階に応じた学び方を共通理解した上で、対人スキルアップの継続的な取り組みを推進すれば、
児童は自己をコントロールし、時と場に応じた行動をすることができるようになるだろう。 
それにより互いを認め合うことができ、「よりよい人間関係を形成する児童」の育成が図られるであろう。 

 

【イメージ呼吸法】 

【肩上げ動作法】 

 

○自己評価 

○振り返り 

○学びの足跡 

異学年交流【たてわり活動】の充実 



８つの力を身に付け 

別の社会へ 

６．Sel-8s の捉え  

８つの社会的能力を育てる 

これらのスキルを、総合的に身に付けることが、社会に対応するために必要であるという考え方 

① 自己への気づき         ② 他者への気づき 

③ 自己のコントロール       ④ 対人関係 

⑤ 責任ある意思決定        ⑥ 生活上の問題防止のスキル 

⑦ 人生の重要事態に対処する能力  ⑧ 積極的・貢献的な奉仕活動 

８つの社会的スキルを総合的に身に付けることが、社会に対応するために必要であるという考え方。  

小学校では，上記の能力を育成するために，以下のＡ～Ｈの学習単元を構成している。 

 

Ａ 基本的生活習慣         Ｂ 自己・他者への気づき，聞く 

Ｃ 伝える             Ｄ 関係づくり 

Ｅ ストレスマネジメント      Ｆ 問題防止 

Ｇ 環境変化への対処        Ｈ ボランティア 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分 

・進級 

・入学 

・就職 など 

①自己への気づき 

（Ｂ・Ｅ・Ｇ） 

②他者の気づき 

（Ｂ・Ｈ） 

③自己のコントロール 

（Ａ・Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｆ） 

⑦人生の重要事態に対処する能力 

（Ｇ） 

⑧積極的・貢献的な奉仕活動 

（Ｈ） 

④対人関係 

（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｆ） 

⑤責任ある意思決定 

（Ｃ・Ｆ・Ｇ） 

⑥生活上の問題防止スキル 

（Ｆ） 



７．今年度のフレンドタイム研究について 

基本的に、昨年度までの進め方を踏襲する。人間関係プログラムの名称を子どもの公募により「フレン

ドタイム」とした。ストレスマネジメント「自分の心とキャッチボール」（イメージ呼吸法・肩上げ動作

法）、ソーシャルスキル教育（ＳＳＥ）、構成的グループエンカウンター（ＳＧＥ）の３つを研究の柱と

する。またそれらと併せて、異学年交流による「たてわり活動」の充実を図るようにする。 

ストレスマネジメント「自分の心とキャッチボール」については、フレンドタイム実施日（以下参照）

のぐんぐんタイムに放送委員会による放送にて実施する。ソーシャルスキル教育、構成的グループエンカ

ウンターについては，昨年度までの研究を基に、各学級の実態などに合わせて改善し実践する。 

  

８、指導にあたって 

○ 毎月の第１、第３水曜日のぐんぐんタイム及び５校時の 

時間をフレンドタイム実施日の基本とする。（変更あり） 

○  各学年、月に１コマ（４５分）の時間を確保し、さらに

価値を深めるように努める。※時数は、学活または道徳科で

とることとする。道徳科においては、関連がある題材は積極

的に活用する。 

  

指導イメージ 

 

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

学習展開 子どもたちの意識の流れ 

①言語的教示【言って聞かせ】 

②モデリング【やってみせ】 

③ロールプレイ【させてみて】 

④フィードバック【ほめて・価値付け】※改善も 

⑤般化【定着・日常生活での実践】 

大切なことだな。 

自分にもできそうだな。 

いい気もちだな。 

スキルを実行してよかったな。 

これからもこのスキルを使っていこう。 

全校での学び 

１５分（ぐんぐんタイム） 

○言語的教示 

○モデリング 

※ 実施日 

１回目…各月の第１週目（水曜日）全校実施 

ぐんぐんタイム（１４:０５～）※先そうじ 

２回目…各月の第３週目（水曜日）各学級 

５校時（１４：２５～）４５分の１コマ 

一人一人の学び 

○般化（日常化） 

学校（たてわり）や家庭で 

学級での学び 

４５分（５校時） 

○ロールプレイ 

○フィードバック 

（振り返り） 

知 識 
技 能 

低学年：シナリオに沿って丁寧に

練習する 

中学年：シナリオを基に自分らし

い言葉で伝えることを奨励する 

 

高学年：その場面にふさわしい 

ソーシャルスキルを考える 

子どもが思わず苦笑し

てしまうような現実味

のある場面を選定 

・対比 

・気付き 

※好ましくないスキル

が学習されてしまわな

いように配慮する 

いつでも， 

どこでも， 

だれにでも 

※ 生活場面での表出を

価値付ける 

・朝の会や帰りの会の活動 

・学びの足跡（掲示物） 

・褒める、認める声かけ 

・授業の導入やまとめで想起 

・学校通信や学級通信、あるい

は電話による家庭との連携 

評 価 

心
地
よ
さ
の
共
有 



その他の留意点 

○ 昨年度取り組んだ内容で大切な価値や未熟なものは，再度取り入れ，繰り返し指導をする。 

○ フレーズがあるもの「おかめたこ」「こわか」などは子どもたちにとって親しみやすく，分かりやすい

ので積極的に取り入れていく。※ないものは自分でつくるのもあり 例「おかめたこ」 

○ ＳＥＬ—８Ｓだけでなく，ＣＳＳ（学級ソーシャルスキル），新版いのち，道徳教科書生きる力なども活

用して扱う。 

○ おかめのあいさつパワーアップデーのように，その他の価値においても，全校で取り組み，達成感や成

就感を味わえる取り組み方を工夫する。よりよい児童の姿が「見える化」できるようにする。 

○ 日常化につなげるため，実践後のワークシートや感想（ふりかえりシート）を記録していく。その際，

学年や実態に応じて内容を変更してよい。 

○ 全校共通のふり返りアンケートを実施することで，児童がソーシャルスキルをどのように捉えているか

を見とるようにする。 

○ 主題推進のための掲示物については，子どもたちの目によく触れる場所に掲示し，日常化につなげる。 

○ 北九州子どもつながりプログラムも参考にしながら実施する。 

○ 年間実施計画を基に，全職員が同じ価値の定着化に向けて取り組んでいく。（別紙参照） 

○ たてわり活動と各月ごとの価値を意識的に関連させ，全職員で声かけすることで定着化を目指す。 

○ フレンドタイム通信を，家庭に配布することで，家庭との連携を図る。 

○ 研究紀要作成のため、指導案（略案と本時案）を２本提出する。（別途提案） 

○ 「ゆっくり 楽しく 続けて」を心がけて指導に当たる。 

 

９．令和３年度主題研究年間計画（各月のフレンドタイムは別途提案分を参照） 

 ５月１２日（水）：全校一斉フレンドタイム実施 「あいさつ」 

    

 ６月 ２日（水）：主題推進計画提案 

 

           

  

 ６月    Q-U・hyper Q-U 実施１回目 

１０月２０日（水）： 中学年研究授業 Ａ研  １０月 Q-U・hyper Q-U 実施２回目 

１１月１２日（金）： 低学年研究授業 Ａ研 

１月１９日（水）： きらきら研究授業 Ａ研      

２月～３月：主題総括 研究のまとめ 研究紀要作成     

１０．手立て 

自己評価（事前や事後にアンケートを実施し、学級集団の状態や個々の児童の実態や変容を把握する） 

① Hyper-QU アンケート（全学年対象）６月・１０月実施 

② 毎時間（１コマ授業）の振り返りカードによる自己評価  

○価値についての評価 

○記述欄 

・授業の振り返りや感想 

４月２２日（木）： 

たてわりグループ顔合わせ（ぐんぐん）  

コロナの状況を見つつ随時 

たてわりあいさつ（毎週金曜日） 

 



・友達のよかったところ（支持的風土の形成・よさを認め合う） 

・友達の意見を聞いて考えたことや思ったこと（知識や理解を広げる） など 

   ※一時間の振り返りだけでなく、１週間継続してチェックカードに記入させることで、評価・改善がしやす

くなり、より一層の定着化が見込まれる。 

  ③ 月末の振り返りカード（児童用と教師用）による自己評価 

 

教師の見取り・価値付け（児童の実態・変容に応じて） 

  ① その場ですぐに褒める。改善・修正も。 

  ② 学級全体に広める場の設定。 

  ※ 個々の変容を見取ることを心がける。全員を計画的に褒める意識。 

  ※ 日記から～、保護者との会話の中から～、友達の発表から～、担任以外の教師から～など。 

 

学びの足跡 

① フレンドタイムファイル 

ワークシートや振り返りカードをファイリングし、毎月の学習記録に残していく。３月に、一年間の

フレンドタイムを振り返る時間をとり、来年度につなげる。 

② 掲示 

廊下や教室にフレンドタイム用の掲示スペースをとり、ポスターを貼るなど普段から児童の目に触れ

やすいようにしておくことで日常化につなげる。 

③ 記録写真 

授業では、板書や活動中の様子をカメラで撮り、記録写真に残す。（→研究紀要や論文で必要。） 

  ④ フレンドタイムのあしあと 

実施内容・方法・使用した教具等、次年度以降もいつでもだれでも実施できるように、マニュアルをデ

ータで保存しておく。 

 

学習・生活など日常の場面で取り入れる 

  例：学級の話合いの場面において、「ウメのかさ」人形を掲示する。 

  例：学級の入り口に「心の信号機」を設置する。 

  例：あったか言葉の木を育てる。あったかタワーを建てる。あったかポストの設置。 

  例：ストレスメーターを個人持ちにする。 

  例：キウイボランティア例を掲示する。  etc・・・ 

 

異学年交流（たてわりグループの活用） 

  ① 年間を通して実施（あいさつ、そうじ、給食、大縄） ※今年度も，未定ですが・・・ 

 

※ 上記以外にも先生方の知恵を出し合って、楽しみながら実りある実践ができればよいと思います。 

 

 


